【別紙】

北海道政権戦略会議

新しい北海道知事像を求めて

　2003年４月に北海道知事に就任した高橋はるみ氏は、「新生北海道」を掲げ、３期11年にわたって道政を運営してきました。

　この間、北海道は、経済の長期停滞、少子高齢化、人口減少、財政の悪化等によって活力が低下し、多くの道民が出口の見えない閉そく感と不安感を抱える状況となっています。

　高橋知事の道政運営は、悪化した財政を一向に改善できぬまま、極めて消極的かつ萎縮したものとなり、将来ビジョンがありません。

　マスコミの世論調査でも「目立った功績がない」、「国の言いなり」、「市町村や道民の意向軽視」、「何をどうしようとしているのか、よく分からない」などといった批判の声が多く出されています。

　特に3期目に入ってからは、何ら情熱を燃やすことのない「冷めた惰性の道政」が続き、問題は大きくなっています。

　こうした中で、2015年４月には、４年に一度の統一自治体選挙が実施されます。

　北海道は今、多くの困難な課題を抱えていますが、これまでのような消極的かつ萎縮した道政が続くようでは、活力ある未来を切り開くことは到底望めません。

　私たちは、今こそ、抱える困難な課題に、情熱をもって果敢に挑み、粘り強い「対話力」と「行動力」で何としても問題を解決に導く―そんなエネルギッシュな新しい道政、新しいリーダーが必要だと考えます。

　今度の選挙において、私たちと一緒に、活力ある未来を切り開く新しいリーダーを誕生させましょう。

私たちは、次期統一地方選挙において、次のような方を知事候補にしたいと考えています。皆様のご意見をぜひお聞かせください。
私たちが期待する「新しい北海道知事像」
	○　第１に、誰よりも北海道を愛し、確たる将来ビジョンを有している人。直面する困難の克服、求められる変革に「情熱」をもって挑戦し、優れた「対話力」と「行動力」をもって、責任ある解決に導くことができる人。

○　第２に、何よりも、道民の命と暮らしを守るため、「生活者の目線」に立って、医療や福祉、雇用、子育て、教育、防災、住宅、交通など、安心・安全の生活実現に全力で取り組む人。

○　第３に、北海道経済の活性化、新規雇用の創出に向け、比較優位な「食」や「観光」、「環境・エネルギー」等の分野を戦略的に進行し、内外に力強く発信していく人。

○　第４に、原子力を過渡的エネルギーと位置付けた「北海道省エネ・新エネ促進条例」を活かし、「脱原発」の北海道をめざすビジョンを掲げ、強い意志をもって確実に実行していく人。

○　第５に、地域重視、市町村重視の北海道自治を構想し、「公開・参加」を原則に、地域のことは地域で決める「分権改革」を徹底して推進する人。憲法の国民主権・基本的人権の尊重・平和主義の原則の具体化を進める人。


≪あなたのご意見をお聞かせください。≫

	１．上記の案に対するご意見をお聞かせください。

	

	

	

	２．どのような方に知事になってほしいですか？（個人名でも構いません）

	

	

	

	３．どのような北海道を望みますか？北海道ビジョン（北海道の未来像と基本政策の柱）づくりの参考にさせていただきますので、ご意見をお聞かせください。

	

	

	

	


単組名　　　　　　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　

送付先：064-0806　札幌市北区北６条西７丁目　自治労北海道本部政治部
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